
北・東・南カリマンタン州における社会活動制限実施 

 

令 和 ３ 年 １ 月 ２ ７ 日 

在スラバヤ日本国総領事館 

 

 

●北・東・南カリマンタン州において社会活動制限実施（PPKM）が一部実施されてい

るとの情報があります。 

●今後も新型コロナの感染状況により、適用範囲に変動が生じる可能性もあります

ので、最新情報の入手に努めてください。 

  

１ １月１５日付当館領事メール（ https://www.surabaya.id.emb-

japan.go.jp/files/100137997.pdf ）のとおり、東カリマンタン州バリクパパン市において

社会活動制限の実施が確認されているところ、北カリマンタン州及び南カリマンタン

州においても、社会活動制限実施（PPKM）が実施されているとの情報があります。 

 

２ 北カリマンタン州における PPKM は、同州知事決定（370/0088/BPBD/GUB）に基

づくものであり、在宅勤務率５０％、レストランにおける収容率５０％以下、営業時間

は午後９時等の規制が示されています。なお、規制の開始日及び終了日は明示され

ておらず判明しておりません。 

 

３ 南カリマンタン州における PPKM は、同州知事決定（188.44/080/KUM/2021）に基

づき、在宅勤務率７５％、オンライン学習の実施、基盤産業は保健プロトコルを徹底し

た上で１００％勤務可、レストランにおける収容率２５％以下、商業施設の営業時間は

午後９時まで、建設現場では１００％勤務可等の規制が示されています。なお、こちら

の規制については、１月２６日から２月８日までと期限が明示されています。 

 

４ 新型コロナの感染拡大状況により、今後も各州政府及び市県政府の判断により、

PPKM の適用範囲が拡大又は縮小される可能性が高いことから、引き続き最新情報

の入手に努めてださい。（了） 


